もし 背景な ど をもう 少しく ふうして あれほど 写実的に 

しなかったら、 いっそう 良い 効果 を 得られ はしな かつ 

たかと 思われた のであった。 

こういう 新しい もの を 人形芝居に 取り入れる ことに 

つ いて は 異存の ある 人が 多い ようで あるが 自分 はそう 

は 思わない。 もっと 遠慮なく 取リ いれて みても いいだ 

ろうと 思う。 見なれ ない うち は 少しお かしくても、 そ 

こんじき やしゃ 

れ はかまわない。 百年の 後に は 「金色 夜叉」 でも 

ほと とぎ. 19 

「不如帰」 でも やはり 古典に なって しまう であろう、 

ぎだゆう 

義太夫 音楽で も 時と ともに 少しずつ その 形式 を 進化 さ 

まち ひ じょうる りか 

せて 行けば 「モロッコ」 や 「街の 灯」 の 浄瑠璃 化も必 



ずし も 不可能で はないで あろう。 こんな 空想 を 帰路の 

電車の 中で 描いて みたので あった。 

この はじめて 見た 文楽の 人形芝居の 第一印象 を、 近 

) J ろ 自分が 興味 を 感じ て い る 映画 芸術の 分野に 反映 さ 

せる ことによって そこに 多くの 問題が 喚起され、 また 

その 解決の かぎ を 投げられる ように 思われる。 特に 発 

声 映画 劇と 文楽との 比較 研究 はいろ いろの おもしろい 

結果 を 生む であろうと 思われる。 そうして その 結果 は 

人形 芸術家に も 映画 芸術家に も、 いろいろの 新しい 可 

能 性の 暗示 を 授ける であろうと 想像され る。 

たとえば、 スクリ ー ンの 映像で は、 その 空間 的 位置 



この 文楽の 人形 芸術 のうちから、 必ず 何物 か を 拾 い あ 

げて 自分の 芸術に 利用した のではなかった かと 想像 さ 

れる。 

もっとも、 文楽 を いくらか でも 理解す るた めに は、 

ぎ だ ゆ う 

義太夫の わかる という ことが 必要条件であって、 義太 

夫 を 取り除いた 文楽の 人形芝居 は 意味 を 成さない。 そ 

ゆうき ま，， J さ ぷ ろう 

うして、 結 城 孫 三 郎ゃダ —クの マリオネット、 ないし 

はギニ ョ— ルの パンチと ジュデ —などに 対する 独特の 

地位 を 全然 喪失して しまう こと は 明白で ある。 従って、 

チャン バレ— ン にも、 メ— トル、 ペリ— にも、 ク ー 

シ ュ —にも わからな か つたこの 東洋 日本 特産 芸術が、 



脚した 文楽 論 を 聞く 事が できたら さだめて おもしろい 

さ だんじ 

ことで あろうと 想像され る、 彼 はお そらく 左団 次の 

修 禅寺 物語より は 数 層 倍 多くの 暗示と 示唆 を 発見す る 

であろう。 かの 国の 「語り もの」 に似てい ると いわれ 

ぎ だ ゆう 

る 義太夫 も、 おそらく 他の ョ ー 口 ツバ 人に 比べて は、 

いくらか よりょく ロシア 人に 理解され る 可能性が あり 

はしない か。 

しかし、 結局、 文楽 や 俳^ i のよう な もの は、 西洋人 

に は 立ち入る ことので きない 別の 世界の 宝石であろう。 

そうして、 西洋の 芸術 理論家 は、 こういう ものの 存在 

を 拒絶した 城郭に たてこもって、 その 城郭の 中 だけに 



通用す る 芸術論 を 構成し 祖述し、 それが 東洋に 舶来し、 

しかも 誤訳され たりして 宣伝され る こと も あるで あろ 

、つ。 

四十 年 前の 田舎の 亀さん はや はりいち ばん オリ ジナ 

ルな 芸術 批評家であった かもしれ ない。 

(昭和 七 年 六月、 東京 朝日 新聞) 

たきの がわ 

この 記事が 東京 朝日 新聞に 出た の を 見た 滝 野 川 

の 伊達 氏が、 わざわざ 手紙 をよ こして、 チ ヤップ 

リンの 文楽 見物の 事実 を 知らせて くれた。 最終日 

リ ようべん すぎ ゆらい 

に 「良 弁 杉 の 由来」 の 一 部分 を 見て、 夕飯 後 



底本： 「寺 田寅彦 随筆集 第三 巻」 小 宫豊隆 編、 岩波 文 

庫、 岩波 書店 

1948 (昭和^) 年 5 月^日 第 ー 刷 発行 

1963 (昭和お) 年 4 月 S 日 第^ 刷 改版 発行 

1997 (平成 9) 年 9 月 5 日 第 M 刷 発行 

※作品 末の 一 節 は、 随筆集 「蒸発皿」 (1933 (昭和 

8) 年) 刊行に あたって、 追記され たもので す。 

※本文 中の 「良 弁 杉」 は、 芝居の 題名と して は 「ろう 

べんす ぎ」 と 読む のが 一般的で すが、 ルビ は 底本 どお 

り 「りょうべん すぎ」 としました。 
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